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長寿医療研究開発費 ２０２３年度 総括研究報告（総合報告） 

 

高齢者運動器疾患における老化を基盤とした包括的診療体系の共創（２１－３２） 

 

主任研究者 酒井 義人 国立長寿医療研究センター 整形外科部（部長） 

 

 研究要旨 

高齢者の運動器疾患は主に脊椎疾患と関節疾患があり、障害別には疼痛と機能障害が主

体となる。これらの治療過程においては整形外科部における過去の研究成果で、運動器構

成要素の加齢変性を超越した高齢者特有の病態生理が関与している可能性を指摘してき

た。この病態の一部はいわゆる senescence の一部と考えられ、運動器外科領域においても

老年医学的アプローチの重要性を鑑み、脊椎および関節疾患を中心とした運動器疾患にお

ける老化因子の関与を評価し、外科治療に包括的な抗老化的要素を加味した医療を展開し

ていくことで、より良い高齢者医療の開発と提供を目的とする。 

高齢者における固有感覚機能の研究においては、名古屋工業大学との共同開発により特

許取得した診断治療機器を用いて、慢性腰痛患者における固有感覚機能低下の病態を把握

し、さらに機能低下した受容器を標的とした振動刺激を用いた治療的アプローチにより有

害事象のない良好な治療成績を得た。また下肢固有感覚機能低下は骨格筋量減少により顕

著となる研究結果から、慢性疼痛のみならず現在有効な治療法のないサルコペニアに対し

ても有用なアプローチとなりうる可能性を見出した。 

一方、運動器の老化と関わりが深いと考えられる病態として炎症性疾患としての関節リ

ウマチや変形性関節症ではリウマチ長期罹患による老化の関与や人工関節置換術の治療成

績におけるサルコペニアの影響が示唆され、変形性脊椎症を基盤とする腰部脊柱管狭窄症

頚髄症では術後の脊柱姿勢や ADL に影響を及ぼすことが確認された。また高齢者の運動器

にとって極めて重要な骨粗鬆症においては、椎体骨折治療後の生命予後と炎症性老化の関

連が見出された。 

 高齢者運動器の老化における一般住民における臨床研究では名古屋大学、愛知医科大学

整形外科による健診事業により得られたデータを、脊椎と関節の立場から解析した。運動器

の包括的概念であるロコモティブシンドローム（ロコモ）ではフレイルよりも疼痛が強く、

特に神経障害性疼痛と関連があった。栄養摂取の観点からロコモとカルシウム、飽和脂肪酸

の関連、転倒リスクや骨粗鬆症と終末糖化産物（AGEs）の関連など新たな知見も見出せて

おり、今後の縦断研究結果が期待される。また今回試みた新たな展開として、運動器と感覚

器障害の関連について、聴力障害や視力障害における歩行速度の関連を見出

し、”Locomotive-sensory organ syndrome”としての包括的診療体系の構築に向けたさらなる研
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究が期待される。 

 

 

主任研究者 

 酒井 義人 国立長寿医療研究センター 整形外科部（部長） 

分担研究者 

 渡邉  剛 国立長寿医療研究センター 整形外科部（関節科医長） 

 若尾 典充 国立長寿医療研究センター 整形外科部（整形外科医長） 

 松井 寛樹 国立長寿医療研究センター 整形外科部（脊椎外科医長） 

 今釜 史郎 名古屋大学大学院医学系研究科 整形外科学（教授） 

 関  泰輔 愛知医科大学医学部 整形外科（特任教授） 

 森田 良文 名古屋工業大学大学院 工学研究科（教授） 

 山﨑 一德 愛知みずほ大学 IRセンター 人間科学部・心身健康科学科（講師） 

 伊藤 定之  名古屋大学大学院医学系研究科 障害児（者）医療学寄附講座（特任助教） 

室谷 健太 久留米大学 バイオ統計センター（教授） 

 

 研究期間 2021 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日 

 

 

Ａ．研究目的 

現在の整形外科を中心とした高齢者運動器疾患治療では、疼痛性疾患では鎮痛剤使用

による保存治療や運動療法、脊椎変性疾患では神経除圧や固定術といった手術治療、関

節疾患でも人工関節置換術を中心とした侵襲性の高い手術治療が中心となって行われて

いる。しかし高齢者では手術による合併症も少なくなく、また全ての高齢者が画一的な

治療を享受されることは現実的ではない。一方、近年高齢者疾患においては内科的疾患

を中心に老化の機序を取り入れた病態解明の取り組みが行われ、新規治療の開発も進め

られている。運動器障害を扱う整形外科領域においても、高齢者を対象とする機会が多

い現状から、近年サルコペニア、フレイルといった高齢医学のエッセンスを取り入れた

研究が散見される。しかし、このような骨格筋評価やADL低下に対する包括的概念は生

命予後を背景に構築されており、移動能力や介護予防といった健康寿命への寄与をより

重要視する運動器疾患治療においては、適合し難い部分も少なくない。本研究では治療

及び予防といったエンドポイントを有しつつも、運動器障害特有の老化機序と病態生理

を解明し、より多角的側面から老化を評価することで運動器官、疾患ごと、新たな概念、

あるいはより包括的な”Motor Senescence”、”Motor Frail”などの概念構築を主たる目的と

した研究課題である。 

限りある医療資源において、また保存的治療を行うことが圧倒的に多い整形外科領域
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においても、この老化の機序を考慮した高齢者運動器疾患治療が求められる。変性運動

器官の修復、置換といった従来の手法による治療から、運動器の老化予防、可逆性を利

用した治療への応用、転換というテーマは国内医療情勢を鑑みても必要かつ、過去にお

ける取り組みは見られない独創的な課題であると考える。高齢者医療を運動器の側面か

ら根本的に変えていく意気込みで取り組む本研究は、国内高齢者医療に従事する整形外

科医を中心とした医学的にも社会的にも重要で、高齢者に特化し医療および臨床研究を

展開する国立長寿医療研究センターの特色を最大限に生かした多施設共同研究である。 

 

 

Ｂ．研究方法 

 本研究は高齢者運動器疾患を老化という観点から評価し、治療・予防法を開発すると

いう多施設研究課題であり、介入研究、一般住民対象研究、患者対象研究（ロコモ・フ

レイル）に分けられる。 

① 介入研究 

国立長寿医療研究センターにおいて、高齢者の慢性腰痛における固有感覚機能を評価

した上で、機能低下患者に対して独自開発した固有感覚機能治療機器を2週間貸与し、自

宅治療による腰痛改善を評価した。腰痛の主評価はvisual analogue scale(VAS)で行い、副

次的にRoland-Morris Disability Questionnaire(RDQ)、EQ5-D、で評価した。固有感覚機能の改

善を開発した診断装置で行い、固有感覚機能改善と腰痛改善が関連するかを調査した。3年

間で30例の介入を予定している（酒井）。機器開発及び安全性管理を名古屋工業大学で行い

（森田）、藤田医科大学および愛知みずほ大学にてサルコペニアとの関連を含めたデータ解

析を行った（山﨑）。 

② 一般住民対象研究 

 年1度の北海道八雲町住民検診で腰椎・関節機能検診を縦断的に行う予定で研究開始

した。脊椎、関節とも年間300例を予定し、3年間の縦断的な変化を評価する（名古屋大

学）。 

a. 脊椎・関節と老化に関する研究(脊椎：今釜、関節：関) 

腰痛・膝痛(VAS)、10m歩行速度、TUG、背筋力測定、最大歩幅、開眼片脚起立時間、

重心動揺検査、QUSによる骨密度測定、BIA法を用いた筋量測定、酸化ストレス測定、脊

椎及び膝関節X線評価を行った。 

b. ロコモと感覚器障害に関する研究（伊藤） 

ロコモについての評価をロコモ度テスト、ロコモ25を行い、視力、視野、聴覚との関

連を調査した。 

③ 患者対象研究 

3-1. ロコモ・フレイル関連 

 脊椎疾患（頚髄症、腰部脊柱管狭窄症）について、ロコモ、フレイルとの関連が深い
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サルコペニアによる治療への影響を解析した（松井）。関節疾患（変形性膝・股関節症、

関節リウマチ、大腿骨近位部骨折）について同様に評価した（渡邉）。 

3-2. 骨粗鬆症性椎体骨折（OVF） 

国立長寿医療研究センターにおいて、OVF 症例の入院治療データベースの構築、治

療成績における交絡因子の解析と OVF 症例の QOL 障害の解析から、脊椎におけるフ

レイル状態（Spinal Frail）について評価した（若尾）。OVF に関するデータは久留米大

学に委任して統計解析を行った（室谷）。 

 

（倫理面への配慮） 

患者を対象にした調査、臨床研究であり、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」

と「臨床研究法」を遵守して行った。患者の一人一人に研究の目的、方法、意義、生じうる

不利益、個人情報の保護などについて十分な説明を行い、インフォームドコンセントを得て

実施した。 

分析においては、参加者のデータをすべて集団的に解析し個々のデータの提示は行わず、

個人のプライパシーの保護に努める。データはインターネットに接続しないコンピュータま

たは記憶媒体に保存している。介入試験においては、患者の一人一人に研究の目的、方法、

意義、生じうる不利益、個人情報の保護などについて十分な説明を行い、書面による同意を

得て実施した。介入研究においては認定臨床研究審査委員会による承認を得ており

（CRB4180003 固有感覚機能を基盤とした高齢者の腰痛に対する診断治療機器開発に関す

る研究）、臨床研究実施計画・研究概要公開システム（ jRCT）への登録を行い

（jRCTs042200058）、各年度における中間報告および研究終了時に終了報告を行った（酒井）。

その他介入を伴わない臨床研究においては、各研究者により各施設における倫理委員会の承

認を得て行われている。 

 

 

Ｃ．研究結果 

固有感覚機能改善を目的とした介入研究では、固有感覚機能低下を認めた 32 例に対して

行った targeting vibratory therapy では初回治療後及び治療 2 週後の腰痛に対する疼痛

スコアが有意な改善を示した。一方で固有感覚器機能は腰痛と同様、治療 2 週後の有意な

改善に加え、治療終了後 2 週でも良好な機能を維持していた。2 週間の targeting vibratory 

therapy により固有感覚機能が基準値以上に改善を呈したものは 81.3%であり、そのうち腰

痛の改善も得られたのは 73.1%であった。疼痛と固有感覚の改善の経時的変化が平行して認

められ、本治療機器による固有感覚の改善が疼痛に対する有効性が明らかであった（酒井）。

同じく固有感覚機能に関する横断研究では、骨格筋量の基準値以下であるサルコペニアで

は、下肢の固有感覚機能が低下しており、体幹に依存したバランス機能となっていた。若年

者 81 名と高齢者 280 名の固有感覚機能低下を比較した結果、若年者の基準値に対して高齢
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者の筋紡錘の機能低下が認められた（山﨑）。また介入研究に必要な治療機器と診断機器は

問題なく提供され，保守点検記録等に基づいて治療機器のメンテナンスおよび安全管理を

実施した。これにより介入研究の質の確保が図られた。さらに，将来的な実用化に向けて治

療機器の小型化を図り，その性能評価を行ったところ，従来治療機器と同性能が得られたこ

とを確認した（森田）。 

ロコモ・フレイル関連の臨床研究では、関節リウマチ長期罹患群で SMI や歩行速度、握

力に関して有意差はなかったが、握力の測定法である Jamer 法と Smedley 法の握力の差が

大きく、RDW が有意に高かった。フレイル該当者（KCL≥8）は 41.4％、身体的フレイル

該当者は 20.0％、サルコペニア該当者は 34.0％であった。また変形性膝関節症及び変形性

股関節症に対する人工関節手術後は QOL、ロコモ度、フレイル、歩行速度が改善し、ロコ

モ度のみならずフレイルも改善され、関節機能の改善が要介護予防につながることが示さ

れた（渡邉）。 

骨粗鬆症性椎体骨折 965 例 (平均年齢 81.8±7.6 歳、男性:女性=152:399)で、入院後の保存

加療で除痛効果が乏しく、画像上も椎体ダメージが高度であった 9 例に BKP を施行した。

一年後の歩行能力は 780 例で追跡確認可能で、歩行機能予後に影響を及ぼす因子は多変量

解析の結果、年齢、認知症、入院前骨粗鬆症治療状況、低ビタミン D、MRI-T2 高輝度、低

アルブミンであった。一年後の生命予後は 963 例で確認可能で、6.3%が死亡していた。死亡

群の受傷時平均年齢は 84 歳、死因は不明 15 例、呼吸不全 12 例、老衰 7 例、心血管障害 7

例、悪性腫瘍 7 例、そのほか 13 例であった。一年以内死亡に有意に影響を及ぼす因子は多

変量解析の結果、年齢、赤血球容積分布幅（RDW）、MRI-T2 高輝度、糖尿病であった（若

尾、室谷）。 

腰部脊柱管狭窄症手術患者における術前筋量サルコペニアの合併は 30.7%で、多変量解析

で骨格筋指数（SMI）は腰椎手術後の脊柱バランス異常のリスク因子であった。さらに腰部

脊柱管狭窄症のうち変性すべり症発生のリスク因子にも SMI が含まれていた。一方、頚髄

症ではサルコペニア合併により ADL の改善が不良であった（松井）。 

 運動器健診による一般住民対象研究では、ロコモは 14.5%に認め、腰痛、下肢痛、膝関節

痛が有意に強く、神経障害性疼痛、膝 OA、腰 OA が有意に多かった。 フレイルは 11%に

認め、膝および腰椎の変形性関節症性変化には有意差はなかったが、腰痛、下肢痛、膝関節

痛が有意に強かった。ロコモとフレイルの比較検討では、ロコモ合併群でフレイルよりも有

意に疼痛が強く神経障害性疼痛が多く認められた。QOL 評価では SF-36 の身体的、精神的

側面とも、フレイルよりロコモの方がより強く反映した。身体的及び精神的側面不良の危険

因子について行った多変量解析では、ロコモは身体、精神的ともに QOL 低下の有意な独立

した危険因子であり、フレイルは身体的側面低下の有意な独立した危険因子であった。一般

中高齢者の転倒は約 10%にあり、ロコモ、フレイルとも易転倒性との関連を認めた（今釜）。

老化に関与する生成物である終末糖化産物（AGEs）に関する研究では、対象 265 名の平均

年齢は 65.3 歳、BMI 23.4kg/m2、骨量減少群 149 名（43.8%）で、酸化ストレス値は骨密度正
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常群と比べて、骨量減少で有意に高値であった。ロジスティック回帰分析で酸化ストレス低

値が有意差であった。年齢の影響を調整しても、骨粗鬆症スクリーニングと酸化ストレスに

は関連があった（関）。一方、聴力低下と運動機能に関して、:聴力正常 83 名、聴力低下 50

名の解析で、男性では聴力低下で歩行速度が有意に遅く、ロコモの割合が高かった。女性で

は聴力低下で有意に年齢が高かったが、運動機能指標には有意差は認めなかった。視力低下

においては、視力低下 53 例と視力正常 102 例の比較で、視力低下では男女とも歩行速度の

有意な低下を認めた（伊藤）。 

 

 

Ｄ．考察と結論 

高齢者の ADL 確保においては動作時に疼痛がないことが極めて重要であるが、昨今の高

齢化社会における慢性疼痛の問題やその解決策については未だ不十分である。我々が着目

している固有感覚性疼痛は、感覚-運動の不一致による疼痛による理論を基にしている。こ

の感覚-運動の不一致による疼痛の源は脳から生じると考えられ、いかなる末梢の組織障害

とも関係しない。運動意図が生成されても、固有感覚受容器が活性化しないとフィードバッ

ク機能が制限され、身体の一部に疼痛が発生するのである。病理学的原因のない疼痛に対し

て皮質情報処理の完全性を回復させる治療法が従来の鎮痛剤を使用する治療に取って代わ

る可能性を秘めている。機能低下した受容器固有の周波数振動を持続付与することで、振動

刺激に対する生体反応が増大する、すなわち固有感覚が向上することが本研究結果から明

らかとなった。治療に伴う有意な固有感覚機能の向上と腰痛および有意な ADL の改善と、

治療終了後のそれらの悪化傾向は固有感覚に対する治療効果の慢性腰痛患者における症状

改善への寄与と考えるには十分な根拠と言える（酒井）。この固有感覚機能は骨格筋減少と

密接な関係があり、特に下肢骨格筋量と下肢固有感覚のうち筋紡錘の機能とは関連が大き

い。サルコペニアの治療法が未だ開発されない現状において、高齢者の骨格筋に対する治療

的アプローチの一つとして、慢性腰痛で試験的に行われた targeting vibratory therapy の応用

は代替治療としての価値を見出すことができるかもしれない（山﨑）。この固有感覚機能を

応用した治療的アプローチには医学的のみならず工学的なサポートが不可欠である。本研

究期間においては介入試験をはじめ、各種データ収集において機器提供からメンテナンス

まで過不足なく行うことができた。また本診断治療機器において特許取得は達成されたが、

今後商品化に向けた小型化は必須である。そのための研究開発を本研究開発費最終年より

開始しており、加速度センサや慣性センサを用いた機器の開発に取り組んでいる（森田）。 

 老化による影響を受けやすいと考えられる運動器疾患に炎症の関与が重要視される関節

リウマチや変形性関節症では運動器の老化研究においては取り組みやすい病態である。関

節リウマチ長期罹患患者における RDW 高値は老化の観点から興味深い結果である。リウマ

チの治療的コントロールでサルコペニアやフレイルに与える影響が期待される。また変形

性関節症における人工関節置換術の治療成績と骨格筋量は関連があり治療体系の再考の必
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要性が示唆された（渡邉）。高齢者の脊椎変性疾患として頻度の高い腰部脊柱管狭窄症、頚

髄症について、パラメータの違いはあれ、頚椎、腰椎ともにサルコペニアは手術に影響を及

ぼすことが認められた。特に術後の脊椎矢状面バランスの悪化と骨格筋量は強い関連があ

り、ADL に関する治療成績と直結するため、脊椎疾患治療においては体幹のみならず四肢

の骨格筋にも着目した治療体系を考慮すべきであると結論づけた（松井）。サルコペニアと

並ぶ運動器の老化として骨粗鬆症が極めて重要であり、骨粗鬆症性椎体骨折における歩行

予後と生命予後に関する大木墓な臨床研究結果では各々の予後におけるリスク因子を解析

し得た。そのなかで 1 年以内の死亡に影響する因子に RDW が含まれていることが興味深

く、骨粗鬆症治療の新しい展開に期待ができる（若尾、室谷）。 

 高齢者運動器の老化における臨床研究では、治療対象となる病態に関する知見のみなら

ず、疾患予防の見地から一般住民における横断的、縦断的解析が重要である。本研究では

名古屋大学、愛知医科大学整形外科による健診事業により得られたデータを、脊椎と関節

の立場から解析している。運動器の包括的概念であるロコモティブシンドローム（ロコ

モ）ではフレイルよりも疼痛が強く、特に神経障害性疼痛と関連があったことは新たな知

見であった（今釜）。また栄養摂取の観点からロコモとカルシウム、飽和脂肪酸の関連、

転倒リスクや骨粗鬆症と終末糖化産物（AGEs）の関連など新たな知見も見出せており、

今後の縦断研究結果が期待される（関）。また新たな展開として、運動器と感覚器障害の

関連について、聴力障害におけるロコモと歩行速度の関連、視力障害と歩行速度の関連を

見出した。特に歩行速度はサルコペニア診断に必要な項目であり、”Locomotive-sensory 

organ syndrome”としての包括的診療体系の構築に向けたさらなる研究が期待される（伊

藤）。 
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複数運動器疾患からの検討. 第 94 回日本整形外科学会学術総会. 2021 

３８） 関泰輔 他. 運動器疾患と食習慣に関する疫学的研究 健康な高齢者の摂取頻度の

特徴を探る. 第 94 回日本整形外科学会学術総会. 2021 

３９） 関泰輔 他. 運動器疾患判別マーカー探索に関する疫学的研究 酸化ストレス/身

体的 QOL スコアの効果. 第 94 回日本整形外科学会学術総会. 2021 

４０） 河合佳太郎, 伊藤陽平, 森田良文, 山﨑一德, 伊藤忠, 酒井義人. 固有受容器の

機能評価および賦活化のための小型振動刺激装置の開発. 日本機械学会ロボティク

ス・メカトロニクス講演会'21 講演論文集. 2P1-D03(1)-(3) (2021.6) 

４１） 伊藤 定之、安藤 圭、小林 和克、中島 宏彰、町野 正明、関 泰輔、石塚 真

哉、神原 俊輔、井上 太郎、小清水 宏行、長谷川 幸治、今釜 史郎. 脊椎矢状面ア

ライメントへの筋バランスの影響(口演). 第 50 回日本脊椎脊髄病学会. 2021 年 4 月

21-23 日 京都 

 

 ２０２２年度 

 １）酒井義人 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 渡邉 剛 杉浦喬也 渡辺 研. 腰部脊柱管狭

窄症における黄色靱帯肥厚とインスリン抵抗性（優秀演題）. 第 51 回日本脊椎脊髄病

学会. 2022.4.21-23. 横浜 

 ２）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 杉浦喬也 森田良文 河合佳太郎 

三輪隼也 山﨑一德 伊藤 忠. 高齢者の固有感覚機能低下に影響する因子の検討. 第

95 回日本整形外科学会学術総会. 2022.5.19-22. 神戸 

 ３）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 杉浦喬也. 老化に伴うサルコペニ

アと腰痛（シンポジウム）. 第 95 回日本整形外科学会学術総会. 2022.5.19-22. 神戸 

  ４）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 渡邉 研 島田裕之. 高齢者の非特異的慢性

疼痛におけるゲノムワイド関連解析. 第 64 回日本老年医学会. 2022.6.2-4. 大阪 

 ５）酒井義人 渡邉 剛. 高齢者の非特異的慢性疼痛における体組成の解析. 第 59 回日本

リハビリテーション医学会. 2022.6.22-25. 横浜 

 ６）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 杉浦喬也. 高齢者慢性腰痛におけ

る骨量と骨格筋量の推移（優秀演題）. 第 24 回日本骨粗鬆症学会. 2022.9.2-4. 大阪 

 ７）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 杉浦喬也. 固有感覚機能改善によ

る腰痛治療（シンポジウム）. 第 30 回日本腰痛学会. 2022.10.21-22. 岩手 

８）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 杉浦喬也 渡邉 研. 高齢者の慢性

腰痛における難治性に関わる因子の検討（優秀演題） . 第 30 回日本腰痛学会 .  

2022.10.21-22. 岩手 
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９）堀貴美子、渡邉 剛. RA 患者における関節エコー検査結果とバイオマーカーの関連の

検討. 第 66 回日本リウマチ学会. 2022 年 4 月 27 日 

１０）杉浦喬也、渡邉 剛. ７５歳以上 RA 患者の BIO/JAK 投与の安全性の検討. 第 66 回

日本リウマチ学会. 2022 年 4 月 26 日 

１１）渡邉 剛. パーキンソン病に血清反応陰性関節リウマチを合併した 3 例. 第 66 回日

本リウマチ学会. 2022 年 4 月 26 日 

１２）渡邉 剛、松井康素、酒井義人、若尾典充、松井寛樹、金子怜奈. 下肢人工関節手術

におけるロコモ度改善度と筋肉量、フレイルの関係. 第 95 回日本整形外科学会学術

集会. 2022 年 5 月 19 日 

１３）渡邉 剛. 高齢者大腿骨近位部骨折の二次骨折予防 Fracture Liaison Service(FLS)の現

状と未来 老年内科医がどのように関わることができるか. 第 64 回日本老年医学会学

術集会. 2022 年 6 月 3 日 

１４）渡邉 剛. 抗スクレロスチン抗体使用患者の骨密度と筋肉量の推移. 第 24 回日本骨

粗鬆症学会. 2022 年 9 月 2 日 

１５）渡邉 剛. FLS の現状と問題点. 第 10 回日本脆弱性骨折ネットワーク学術集会.  

2023 年 3 月 4 日 

１６）Norimitsu Wakao. Labor and Low Back Pain in Asian Countries. International Conference 

on Medical and Health Sciences. (Bangkok, Thailand) 2022.9. 

１７）若尾典充. 骨粗鬆症性椎体骨折後生命予後の検討 受傷時 MRI 輝度変化情報を含む

多変量解析結果. 第 51 回日本脊椎脊髄病学会 2022.4 シンポジウム 

１８）若尾典充. OVF 受傷時 MRI 信号変化と一年後機能予後の相関 受傷時 MRI 輝度変

化情報を含む多変量解析結果. 第 51 回日本脊椎脊髄病学会 2022.4 シンポジウム 

１９）松井寛樹 酒井義人 若尾典充 長田直祥. サルコペニアは腰椎変性すべり発生に関

連する. 第 51 回日本脊椎脊髄病学会学術集会. 2022/4/21-23. 横浜 

２０）松井寛樹 酒井義人 渡邉剛 若尾典充 長田直祥 杉浦喬也. サルコペニアは腰椎変

性すべり発生に関連する. 第 95 回日本整形外科学会学術総会. 2022/5/19-22. 神戸 

２１）松井寛樹 酒井義人 渡邉剛 若尾典充 長田直祥 金子怜奈. 下位腰椎骨粗鬆症性椎

体骨折における入院保存治療成績. 第 24 回日本骨粗鬆症学会. 2022/9/2-4. 大阪 

２２）松井寛樹 酒井義人 若尾典充 長田直祥. 高齢者圧迫性頚髄症手術における年代別

手術成績とサルコペニアの関与 . 第 25 回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会 . 

2022/11/17-18. 京都 

２３）松井寛樹 酒井義人 若尾典充 長田直祥. PLIF における β-TCP とヒト脱灰骨基質

(DBM)を併用した短期骨癒合成績の比較. 第 31 回日本脊椎インストルメンテーショ

ン学会. 2022/11/25-26. 大阪 

２４）長田直祥 酒井義人 若尾典充 松井寛樹. 腰部脊柱管狭窄症における下腿浮腫 多

変量解析によるリスク因子の検討. 第 51 回日本脊椎脊髄病学会学術集会. 2022/4/21-
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23. 横浜 

２５）長田直祥 酒井義人 渡邉剛 若尾典充 松井寛樹 杉浦喬也. 腰部脊柱管狭窄症にお

ける下腿浮腫 多変量解析によるリスク因子の検討. 第 95 回日本整形外科学会学術総

会. 2022/5/19-22. 神戸 

２６）杉浦喬也 酒井義人 渡邉剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥. 後期高齢者における関

節リウマチ長期罹患による影響. 第 95 回日本整形外科学会学術総会. 2022/5/19-22. 神

戸 

２７）伊藤 定之、中島 宏彰、町野 正明、石塚 真哉、竹上 靖彦、世木 直喜、大内田 隼、

森下 和明、長谷川 幸治、今釜 史郎. 脊柱バランスの経年的変化に対する骨格筋量の

影響. 第 13 回日本成人脊柱変形学会. 2023 年 3 月 18 日 豊中市 

２８）今釜 史郎. 難治性脊椎脊髄疾患の治療と疼痛の疫学研究～神経障害性疼痛を中心

に～. 第 57 回日本脊髄障害医学会. 2022 年 11 月 17-18 日 横浜市 

２９）大内田 隼, 中島 宏彰, 金村 徳相, 伊藤 研悠, 都島 幹人, 町野 正明, 伊藤 定之, 

山口 英敏, 世木 直喜, 富田 浩之, 森下 和明, 大出幸史, 長谷 康弘, 今釜 史郎. 腰

仙椎移行骨と全身・脊椎骨盤矢状面アライメントとの関連. 第 56 回日本側彎症学会

学術集会. 2022 年 11 月 4-5 日 浦安市 

３０）今釜 史郎. 難治性脊椎脊髄疾患の治療と疼痛の疫学研究～神経障害性疼痛を中心

に～. 第 30 回腰痛学会. 2022 年 10 月 21-22 日 盛岡市 

３１）世木 直喜、中島 宏彰、町野 正明、伊藤 定之、関 泰輔、竹上 靖彦、石塚 真哉、

長谷川 幸治、今釜 史郎. 地域住民における腰仙椎アライメント不良が腰痛や運動能

力に及ぼす影響. 第 30 回腰痛学会. 2022 年 10 月 21-22 日 盛岡市 

３２）町野 正明, 安藤 圭, 中島 宏彰, 伊藤 定之, 世木 直喜, 富田 浩之, 関 泰輔, 石塚 

真哉, 竹上 靖彦, 長谷川 幸治, 今釜 史郎. 地域住民中高齢者における頸部痛と神経

障害性疼痛の関係. 第 95 回日本整形外科学会学術総会. 2022 年 5 月 19-22 日 神戸市 

３３）今釜 史郎, 安藤 圭, 中島 宏彰, 町野 正明, 伊藤 定之, 関 泰輔, 竹上 靖彦, 大澤 

郁介, 石塚 真哉, 世木 直喜, 長谷川 幸治. 一般住民の転倒リスク ロコモ、フレイル

の相違. 第 95 回日本整形外科学会学術総会. 2022 年 5 月 19-22 日 神戸市 

３４）今釜 史郎. 脊椎脊髄疾患における慢性疼痛と神経障害性疼痛治療の重要性. 231 回

北九州臨床整形外科医会. 2022 年 4 月 19 日 北九州市 

３５）関泰輔 他. ロコモティブシンドロームを予防する栄養素の疫学的探索. 第 95 回日

本整形外科学会学術総会. 2022 

３６）伊藤 定之、安藤 圭、中島 宏彰、町野 正明、関 泰輔、石塚 真哉、竹上 靖彦、

長谷川 幸治、今釜 史郎. 高齢者における聴力とロコモの関係. 第 51 回日本脊椎脊髄

病学会. 2022 年 4 月 21-23 日 横浜 

３７）伊藤 定之、安藤 圭、中島 宏彰、町野 正明、関 泰輔、石塚 真哉、竹上 靖彦、

長谷川 幸治、今釜 史郎. 加齢による視力低下が運動機能に及ぼす影響-Yakumo study-.  
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第 95 回日本整形外科学会学術総会. 2022 年 5 月 19-22 日 神戸 

 

２０２３年度 

１）酒井義人 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 渡辺 研. 高齢者慢性腰痛の予後に関わる因

子の検討. 第 52 回日本脊椎脊髄病学会. 2023.4.13-15. 札幌 

２）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥 金子怜奈. 高齢者慢性腰痛における

骨格筋減少. 第 96 回日本整形外科学会学術総会. 2023.5.10-14. 横浜 

３）酒井義人 渡邉 剛. 固有感覚を応用した高齢者腰痛治療. 第 60 回日本リハビリテー

ション医学会. 2023.6.29-7.1. 福岡. 

４）酒井義人 渡邉 剛 松井寛樹. Anisocytosis と骨密度、骨格筋量、姿勢異常の関連. 第

25 回日本骨粗鬆症学会. 2023.9.30. 名古屋 

５）酒井義人. 固有感覚機能診断の腰痛への応用（招待講演）. 第 50 回日本臨床バイオメ

カニクス学会. 2023.11.11. 姫路 

６）酒井義人 渡邉 剛 若尾典充 松井寛樹 長田直祥. 骨格筋と腰痛（招待講演）. 第 31

回日本腰痛学会. 2023.12.2. 徳島 

７）酒井義人. 加齢と老化－高齢者はなぜ歩けなくなるのか？－（招待講演）. 第 44 回 臨

床歩行分析学会. 2024.3.2. 名古屋 

８）木村 沙織, 渡邉 剛, 松井 寛樹, 金子 怜奈, 高橋 智子, 長谷川 章, 前田 篤史, 山田 

小桜里, 野々川 陽子, 酒井 義人. 大腿骨近位部骨折に対する急性期病棟と回復期病

棟の連携と今後の課題. 第 25 回日本骨粗鬆症学会. 2023 年 9 月 

９）山田 小桜里, 松井 寛樹, 渡邉 剛, 西原 恵司, 道田 愛美, 谷本 正智, 長谷川 章, 前

田 篤史, 野々川 陽子, 酒井 義人. 自治体ネットワークで展開した FLS 地域連携パス

運用報告. 第 25 回日本骨粗鬆症学会. 2023 年 9 月 

１０）道田 愛美, 松井 寛樹, 渡邉 剛, 西原 恵司, 谷本 正智, 長谷川 章, 前田 篤史, 山

田 小桜里, 野々川 陽子, 酒井 義人. 二次骨折予防(FLS)外来における骨粗鬆症マネー

ジャー看護師の役割と課題. 第 25 回日本骨粗鬆症学会. 2023 年 9 月 

１１）金子 怜奈, 渡邉 剛, 酒井 義人, 松井 寛樹, 西原 恵司, 安田 晃之, 荒井 秀典. 大

腿骨近位部骨折患者に対する二次骨折予防の取り組み. 第 25 回日本骨粗鬆症学会. 

2023 年 9 月 

１２）松井 康素, 竹村 真里枝, 渡邉 剛, 前田 圭介, 佐竹 昭介, 荒井 秀典, 新井 竜雄, 

井芹 健介, 西 俊一. 広範囲に筋肉描出が可能な新しい筋肉測定専用超音波診断装置. 

第 65 回日本老年医学会. 2023 年 5 月 

１３）松井 康素, 竹村 真里枝, 渡邉 剛, 鈴木 康雄, 平野 裕滋, 谷本 正智, 川村 皓生, 

近藤 和泉, 荒井 秀典. 種々の運動機能測定指標とロコモ度との関連 ロコモフレイル

外来より. 第 96 回日本整形外科学会学術集会. 2023 年 5 月 

１４）松井 康素, 竹村 真里枝, 渡邉 剛, 鈴木 康雄, 大羽 宏樹, 水野 隆文, 栗山 香菜恵, 
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石塚 真哉, 荒井 秀典. 大腿中央部CT画像による大腿四頭筋評価と大腿骨頸部の骨粗

鬆症との関連. 第 96 回日本整形外科学会学術集会. 2023 年 5 月 

１５）松井 康素, 竹村 真里枝, 渡邉 剛, 鈴木 康雄, 大羽 宏樹, 水野 隆文, 栗山 香菜恵, 

石塚 真哉, 荒井 秀典. 大腿中央部CT画像による大腿四頭筋評価と腰椎の骨密度との

関連. 第 96 回日本整形外科学会学術集会. 2023 年 5 月 

１６）Norimitsu Wakao. Management of asymptomatic vertebral artery injury caused by a cervical 

pedicle screw malposition.14th CSRS Cervical Spine Research Society Asia Pacific Section 

(Singapore) 2024 

１７）Norimitsu Wakao. Spinal pseudoarthrosis following osteoporotic vertebral fracture prevalence, 

risk factors, and influence on patients’ activities of daily living 1 year after injury. 

SPINEWEEK2023（Melbourne, Australia）2023.5. 

１８）Norimitsu Wakao. A revision surgery for a patient with swallowing disorder after a combined 

trans-oral decompression and posterior fusion surgery. 13th Cervical Spine Research Society 

Asia Pacific Section (Yokohama, Japan) 2023.3. 

１９）若尾典充. 頚椎由来の頸肩腕症状に対する薬物治療の臨床経済研究. 第 53 回日本脊

椎脊髄病学会. 2024.4. 学会主導シンポジウム 

２０）若尾典充. 骨脆弱性を有する腰椎変性疾患に対する手術のピットフォールと成功へ

のこだわり. 第 53 回日本脊椎脊髄病学会. 2024.4. 高齢者手術シンポジウム 

２１）若尾典充. 頚椎由来の頸肩腕症状に対する薬物治療の臨床経済研究―JSSR プロジェ

クト委員会多施設共同研究―. 第 52 回日本脊椎脊髄病学会. 2023.4. パネルディスカッ

ション 

２２）松井寛樹 酒井義人 若尾典充 長田直祥 新畑豊 山岡朗子 辻本昌史. パーキンソン

病における脊椎バランス、骨格筋量の特徴 -パーキンソン病患者データベースから-. 

第 52 回日本脊椎脊髄病学会学術集会. 2023/4/13-15. 札幌 

２３）松井寛樹 酒井義人 渡邉剛 若尾典充 長田直祥 金子怜奈 新畑豊. パーキンソン病

患者における脊椎バランスの特徴. 第 96 回日本整形外科学会学術総会. 2023/5/11-14. 

横浜 

２４）松井寛樹 酒井義人 渡邉剛 若尾典充 長田直祥 金子怜奈. 腰椎後方椎体間固定

(PLIF)における β-TCP とヒト脱灰骨基質(DBM)を併用した短期骨癒合成績の比較. 第

96 回日本整形外科学会学術総会. 2023/5/11-14. 横浜 

２５）松井寛樹 酒井義人 渡邉 剛 長田直祥 足立 維. サルコペニアは高齢者骨粗鬆症性

椎体骨折における予後不良因子. 第 25 回日本骨粗鬆症学会. 2023/9/29-10/1. 名古屋 

２６）松井寛樹 酒井義人. 脊椎変性疾患とサルコペニア-治療成績、脊椎アライメントへの

影響-. 第 26 回日本脊椎インストルメンテーション学会. 2023/11/16-17. 福岡 

２７）長田直祥 酒井義人 渡邉剛 若尾典充 松井寛樹 金子怜奈. 腰部脊柱管狭窄症手術後

の下腿浮腫改善は脊椎アライメントが影響する. 第 96 回日本整形外科学会学術総会. 
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2023/5/11-14. 横浜 

２８）今釜 史郎，中島 宏彰，竹上 靖彦，石塚 真哉，町野 正明，伊藤 定之，大澤 郁介，

世木 直喜，関 泰輔，長谷川 幸治. 一般中高齢者の運動習慣とロコモ、フレイル、QOL

の関連. 第 96 回日本整形外科学会学術総会.（横浜）2023.5.11-14 

２９）伊藤 定之, 中島 宏彰, 竹上 靖彦, 大澤 郁介, 岡本 昌典, 飯田 浩貴, 小澤 悠人, 

井戸 洋旭, 朝本 学宗, 長谷川 幸治, 今釜 史郎. コロナ禍における運動習慣が QOL

に及ぼす影響(一般住民アンケート調査) ―Yakumo Study―. 第 96 回日本整形外科学会

学術総会.（横浜）2023.5.11-14 

３０）大石 遼太郎, 中島 宏彰, 町野 正明, 伊藤 定之, 世木 直喜, 大内田 隼, 石塚 真哉, 

竹上 靖彦, 関 泰輔, 長谷川 幸治, 今釜 史郎. 住民健診縦断研究からみたプレフレ

イル発症と QOL の変化 ―Yakumo study―. 第 96 回日本整形外科学会学術総会.（横浜）

2023.5.11-14 

３１）松本 太郎, 中島 宏彰, 町野 正明, 伊藤 定之, 世木 直喜, 大内田 隼, 石塚 真哉, 

竹上 靖彦, 関 泰輔, 長谷川 幸治, 今釜 史郎. 5 年間の縦断研究からみたロコモ発症

の危険因子 ―Yakumo Study―. 第 96 回日本整形外科学会学術総会.（横浜）2023.5.11-

14 

３２）宮入 祐一, 中島 宏彰, 町野 正明, 伊藤 定之, 世木 直喜, 大内田 隼, 森下 和明, 

大石 遼太郎, 山内 一平, 森田 圭則, 今釜 史郎. 住民健診からみた隠れ椎体骨折の特

徴 ―Yakumo Study―. 第 96 回日本整形外科学会学術総会.（横浜）2023.5.11-14 

３３）関泰輔 他. 終末糖化産物 AGEs の皮膚自己蛍光値を用いた運動器障害リスクの同定. 

第 38 回日本整形外科基礎学術集会. 2023 

３４）山﨑一德, 森田良文, 伊藤忠, 酒井義人. ボイスコイル型リニアモータを用いた固有

感覚刺激装置の開発. 2023 年電気学会産業応用部門大会（シンポジウム）. 3-S6-4 

(2023.8) 

３５）伊藤 定之, 中島 宏彰, 町野 正明, 世木 直喜, 石塚 真哉, 竹上 靖彦, 大内田 隼, 

長谷川 幸治, 今釜 史郎. 加齢による視力低下と脊椎アライメントの関係 Yakumo 

study.（口演）. 第 52 回日本脊椎脊髄病学会学術集会. 札幌. 2023 年 4 月 13-15 日 

３６）伊藤 定之, 中島 宏彰, 世木 直喜, 大内田 隼, 石塚 真哉, 竹上 靖彦, 長谷川 幸治, 

今釜 史郎. ロコモティブシンドロームの継承と革新 コロナ前後の運動習慣とロコモ

ティブシンドローム（シンポジウム）. 第 7 回日本リハビリテーション医学会秋季学

術集会. 宮崎. 2023 年 11 月 3-5 日 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 １．特許取得 

酒井義人, 森田良文, 西尾玲哉, 伊藤陽平, 固有感覚機能の治療機器, 出願番号: 

2020-083931, 出願日: 2020-05-12，特許第 7454803 号 

 ２．実用新案登録 

   なし 

 ３．その他 

   なし 

 

  




